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謄
写
版
と
も
呼
ば
れ
る

「ガ
リ
版
」。
最
近
で
は
目
に
す
る
機
会
が
減
り

ま
し
た
が
、
コ
ピ
ー
が
普
及
す
る
ま
で
は
日
本
の
簡
易
印
刷
を
支
え
て
い

ま
し
た
。

ヤ
ス
リ
の
上
に
ロ
ウ
を
塗
っ
た
原
紙
を
載
せ
、
鉄
筆
で
文
字
や
絵
画
を

書
き
ま
す
。
鉄
筆
で
引
っ
か
い
た
部
分
だ
け
ロ
ウ
が
は
が
れ
、
そ
の
原
紙

を
謄
写
版
に
セ
ツ
ト
し
、
イ
ン
ク
の
付
い
た
ロ
ー
ラ
ー
で
な
ぞ
る
こ
と
に

よ
っ
て
下
の
紙
に
イ
ン
ク
が
し
み
、
文
字
や
絵
画
が
印
刷
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
勝
英
さ
ん
は
２４
歳
の
と
き
テ
レ
ビ
で
ガ
リ
版
と
出
会
い
、
赤
羽
藤

一
郎
氏
に
弟
子
入
り
。
１
年
半
後
、
赤
羽
氏
の
急
逝
に
よ
り
地
元
高
森
で
「黒

船
工
房
」
の
名
を
引
き
継
ぎ
、ガ
リ
版
で
の
浮
世
絵
復
刻
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ガ
リ
版
後
継
者
と
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
佐
藤
さ
ん
。
木
版
と
は
異

な
る
、
ガ
リ
版
独
特
の
精
密
な
技
術
と
多
色
刷
り
の
繊
細
な
色
合
い
を
今

に
残
そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

■

一
　

●

町 の 匠
佐藤勝英さん (高森・冬野)

田

鰺剛鋼国国回E

/
／

１

甲斐 大将さん

・ lⅧ .,議
イ

`ゝロ

l まな か

住吉 ′愛香ちゃん

高森・旭通 18歳
●お仕事

山見茶屋で調理師見習い

として働いています。

●趣味

映画鑑賞。カラオケ。

●一番やりたいこと

前髪を伸ばして縮毛矯正。

●理想のタイプ

素直でおっとりした人。

2歳

●
休みの日は大好きなお姉ちゃんと

遊んでいます。これからもたくさ

ん遊ぼうね。

父 住吉 博美さん

母   由美子さん
(色見・中園)

高森町の人口の動き
世帯数/2,671戸 (+1)
男 :3,633人 (± 0)/女 :3,980人 (+7)
総 数/7,613人 (+7)
(平成17年 1月 31日 現在)

△ 年も「新酒とふるさとの味まつり」が始まりました。3
~7月

から4月 にかけては高森峠の「桜まつり」など、県内

はもとより、県外からもたくさんの方が高森町を訪れること

が予想されます。観光資源が豊富な高森町の素晴らしさを多

くの人に感じてもらいたいものです。

人は町に活気を運び、活気は町を元気にします。これを一

つのきっかけとして、高森町が盛 り上がっていくことを期待

します。

スコット

llO,54I iFnrT+3EsE*ri

発行/高森町役場 編集/企画財政課
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
の
廃
車
・名
義
変
更
の
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

に
所
有

（登
録
）
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
他

の
人
に
譲

っ
た
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
は
、

廃
車

。
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
森
町
ナ
ン
バ
ー
の
バ
イ
ク
等

が
盗
難

（警
察

へ
届
出
が
必
要
）
に
あ

っ

た
り
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
し
た

場
合
に
も
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
先

①
高
森
町
ナ
ン
バ
ー

ー
２
５
ｃｃ
ま
で
の
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業

用
車

（ト
ラ
ク
タ
ー
）
等

税
務
課
町
民
税
係

②
熊
本
ナ
ン
バ
ー

・
軽
４
輪
車
、
１
２
６
～
２
５
０

ｃｃ
の
２

輪
車

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

熊
本
市
東
町
４
丁
目
１４
番
６
号

皿
０
９
６
‐
３
６
９
‐
７
９
２
０

館
　
館

蓉
場
遊

芙
議
朋

芙
議
朋

。
２
５
０

ｃｃ
を
超
え
る
２
輪
車

熊
本
陸
運
支
局

熊
本
市
東
町
４
丁
目
・４
番
３５
号

皿
０
９
６
‐
３
６
９
‐
３
１
８
９

０
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
高
森
町
ナ
ン
バ
ー

印
か
ん
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
熊
本
ナ
ン
バ
ー

印
か
ん
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
車
検

証

（車
検
が
あ
る
車
両
）
、
新
名
義
人

の
住
民
票

●
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
町
民
税
係

ＴＥ

６

２

１

１

１

１

１

（内
線
１
６
４
・
１
６
５
）

●●

土
地

・
家

屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

高
森
町
に
固
定
資
産
税
を
納
税
す
る
人

は
、
町
内
す
べ
て
の
課
税
対
象
土
地
及
び

家
屋
の
価
格
等
を
記
載
し
た

「土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
及
び

「家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
を
次
の
期
間
の
み
無
料
で
縦
覧
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
所
有
す
る
課
税
対
象
資
産
が
土
地
、
家

屋
の
ど
ち
ら
か
だ
け
の
場
合
は
、
そ
の

資
産
の
帳
簿
だ
け
し
か
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
縦
覧
期
間

４
月
１
日

（金
）
～
５
月
３１
日

（火
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
縦
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
縦
覧
で
き
る
人

・
高
森
町
に
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て

い
る
人

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族

・
納
税
管
理
人

※
縦
覧
に
あ
た
っ
て
「納
税
通
知
書
」
や
課

税
明
細
書
」
の
提
示
も
し
く
は
、
運
転

免
許
証
等
に
よ
り
納
税
者
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●●

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る

課
税
台
帳
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
内
容
に
つ

い
て
知
り
た
い
人
は
、
こ
の
期
間
の
み
無
料

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
閲
覧
期
間

４
月
１
日

（金
）
～
５
月
３１
日

（火
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
閲
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

各
出
張
所

○
閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
の
所
有
者

（納
税
義
務
者
）

。
所
有
者
（納
税
義
務
者
）
と
同
居
の
親
族

・
納
税
管
理
人

・
借
地
人

・
借
家
人

（貸
借
に
か
か
る

資
産
の
み
）

※
右
記
以
外
の
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
借

地
人
・借
家
人
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産

を
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（契

約
書
等
）
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

Ⅲ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

辰三

基 基幹集落センター
上 上町集会所
駅 高森駅前公園

温 ・高森温泉館
林 林業総合センター

一
土
地

ｏ
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
及
び

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧
を
行
い
ま
す

お什方もうにあげます
2005年 1月 受付分 (敬称略)

あリカゞ
｀
どうご

｀
ぜ
｀
ヽ`まtブ((敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>古庄 謙一 竹内

住吉 チズ

■広報送料寄付

山口己和子 (山梨県甲府市)

小谷 征代 (東京都武蔵野市)

住吉 六夫 (滋賀県野洲町)

甲斐 ミホ (熊本市清水新地)

田呂丸ナガエ (大 阪府大阪市)

松井 謙二 (高森町色見)

白浜 武史 (福 岡県遠賀町)

[住 所]

上色見。西中原

上色見。洗川

津 留・ 仲 江

[死亡者]

楢木野ナツ

本田アヤメ

野尻 一義

桐原 年男

宇藤 義徳

武田 良雄

[御遺族]

楢木野タカ子

本田 重則

野尻 健一

桐原 正末

宇藤 文三

武田 尚樹

[年齢]

87

87

88

53

85

74

和

野

和

昭

冬

昭

森

森

森

一局

昔
同

一局
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3/孟当
役場支払日

8
心配ごと相談/芙
13:00^´ 15:00

議会定例会/議
10:00´ヤ←ヽ■7日 )

どぎゃん会/朋
9:30～
福寿草の会/基
10:00^v

Ⅷ《翔
万年青会 /上
10:00^ψ

友遊 クラブ/朋
13:30～

12

13
新酒とふるさとの

味まつリラス トイ
ベント/駅
12:00～ 15:00

蛉瞭
役場支払日 心配ごと相談/朋

10:00～ 12:00
友遊 クラブ/朋
13:30～

9
3
1

心配ごと相談/基|
10:00～ 12:001
6か月児相談/林

|

19

盪錮
草部南部小学校・

草部中学校開校式
個別健康教育/
4ホ  9:30～

個別健康教育/
林  9:30～
機能訓練あゆみ会/
温 13130～

個別健康教育/
林  9:30～
友遊 クラブ/朋
13:30^v

役場支払 日

個別健康教育/
林 9:30～
年金相談/林
10:00^´ 15:00

26

鰤写 29 3●
献血/林
9:30～

友遊クラブ/朋
13:30～

4/ ハ
∠

ヽ

く

′

″

“

亀

役場支払日

一
・
・
１

Ｑ
）

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■3月 6日 ～4月 9日

●
二
の
社
会
一あ
な
た
０

一
一
一税
が
生
き
て
い
る
０

2

Sun
|―

「

| ||l sat

高森温泉館休館日
/温

30～



再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た
ら
、

も
う

一
度
働
き
た
い
あ
な
た
の
再
就
職

を
応
援
し
ま
す
。

登
録
す
る
と
次
の
支
援
が
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

。
「再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
で

き
ま
す
。

。
「再
就
職
に
役
立

つ
情
報
誌
」
の
提
供

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
「個
別
相
談
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）２１
世
紀
職
業
財
団
　
熊
本
事
務
所

■
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
２
９
７

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ
ー
マ
ラ

ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

○
開
催
日

６
月
４
日

（土
）

１
０
０
ｋｍ
の
部
　
午
前
５
時
ス
タ
ー
ト

５０
ｋｍ
の
部
　
　
　
午
前
Ｈ
時
ス
タ
ー
ト

○
場
　
所

１
０
０
ｋｍ
の
部

南
阿
蘇
村
総
合
福
祉
温
泉
セ
ン
タ
ー

「ウ
ィ
ナ
ス
」
ス
タ
ー
ト

５０
ｋｍ
の
部

阿
蘇
市
役
所
波
野
支
所
前
ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル
は
共
に
阿
蘇
市
総
合
セ
ン

タ

ー
平
成
４
年
度
か
ら
指
定
ご
み
袋

制
度
を
導
入
し
、
ご
み
の
分
別
と
ご

み
出
し
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
ご
み
量
の
増
加

に
伴
い
ご
み
処
理
費
用
も
年
々
増
加
し
、
市
町
村

財
政
に
占
め
る
割
合
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
指
定
ご
み
袋
料
金
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
指
定
ご
み
袋
代
金
に
は

「ご
み
処
理

費
用
」
の

一
部
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
業
務
用
指
定
ご
み
袋
は
、
一
般
家
庭
の
ご
み
に

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
（商
店
、
事
務
所
、
旅
館
等
の

事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
用
で
す
）

※
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
３０
分
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鍮
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
環
境
衛
生
課

■
０
９
６
７
‐
２
４
‐
５
３
５
３

○
参
加
料

１
０
０
ｋｍ
の
部
　
１
３
、
０
０
０
円

５０
ｋｍ
の
部
　
　
　
１
０
、
０
０
０
円

○
参
加
資
格

大
会
当
日
１８
歳
以
上
で
健
康
な
方

○
参
加
募
集
締
切

４
月
・５
日

（金
）
消
印
有
効

屹
お
問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
先

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
内
マ
ラ
ソ
ン
係

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

２

４

‐

５

１

１

７

○
受
検
申
請
受
付

４
月
４
日

（月
）
～
４
月
・５
日

（金
）

○
実
技
試
験

６
月
１３
日

（月
）
～
９
月
・１
日

（日
）

○
学
科
試
験

７
月
３１
日

（日
）
★
、
８
月
２１
日

（日
）

８
月
２８
日

（日
）
、
８
月
３１
日

（水
）
、

９
月
４
日

（日
）

○
合
格
発
表

８
月
３０
日

（火
）
★
、

１０
月
４
日

（火
）

※
職
種
に
よ
り
試
験
日
は
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
☆
印
は
金
属
熱
処
理
及
び
写
真

を
除
く
３
級
職
種
が
対
象
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
技
能
検
定
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

４

‐

１

７

１

１

飩
卜́itA

平
成
１７
年
度
（前
期
）
技
能
検
定

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技
能
を
検

定
し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

個
人
の
能
力
の
証
明
と
し
て
、
ま
た
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
１
級
～
３
級
の
区
分
に
応
じ

「機

械
加
工
」
や
「造
園
工
事
」
な
ど
３６
職
種

（予

定
）
に
亘

っ
て
前
期
技
能
検
定
を
下
記
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

●

野
尻
保
育
園

（年
長
組
、
年
中
組
）

の
献
血

移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
日
　
時
　
３
月
３０
日

（水
）

９
時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分

１２
時
３０
分
～
１６
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

●

消費税込 ●

●

| タ0-

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎3月 のテーマ

魃月曜日 耳鳴 りについて

饒大.曜 日

初めての夢精 精通現象

霙水曜日
健康的にやせるには

夕木曜日
入れ歯になる人 と

1,_   ならない人のわかれ道

3月 13日

3月 20日

3月 21日

3月 27日

4月 3日

4月 10日

4月 17日

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

T■ 62-0378

TE1 62-3351

TEL 67-1777

TEL 67-0019

TEL 68-0111

TEL 67-0020

TEL 62-0216

健康r。1撥を
｀
、 ‡蜀

24時 間.    ′

日替わりで  ｀

金曜日
おならについて
土曜日 0日曜 日

性教育シリーズ⑩

固形燃料ごみ 大

(可燃 ごみ 大 )

後
藤
優
也
く
ん

45

園薔

己 1ロロ黄色

馬
場
航
希
く
ん

固形燃料ごみ 小

(可燃 ごみ 小 )

30 1● 5ロ黄色

不燃ごみ

(小金属、ガラス類 )

ゃ
ん

饉
り
一こ

靱
勁附

45 己52■青色

資源ごみ

(ビン・カン PET、 古布)

45 己目己胃口
月

ロ
ロ
‘

透

業務用

蝸「
~揃

60 525■色「
蒸

玄

平

じ
』
」

（
日

為 本
096

14

お送 りします。(

3 tRreuoRr rov,N-2005.3

あ
な
た
の
再
就
職
準
備
を
応
援FЧ甲

晨
¬

′

獨」

●新価格
=■(19枚入ψl)|

区   分

]"鶴#1療

森
本
美

ち
や
ん

|=:|  ・

=「 =キ 査

平成■7年
儡
一

指定ごみ袋の料金を

値上げします

診療は午前9時から午後5時 まで



〉

国

民

年

金

だ

よ

り
　
〈

◆
年
金
制
度
改
正
等
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が
順
次
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

○
平
成
１７
年
４
月
か
ら
平
成
１８
年
３
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
３
、
５
８
０
円
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
１７
年
度

か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（引
き
上
げ
額
は
、
今
後
の
賃
金
上
昇
率

に
よ
っ
て
は
変
化
し
ま
す
）

○
国
民
年
金
保
険
料
の
回
座
振
替
割
引
制

度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

①
保
険
料
の
前
納
を
回
座
振
替
に
す
る
と

割
引
額
が
増
え
ま
す
。

１７
年
度
分
の
保
険
料
を

一
括
し
て
前
納

す
る
と
、
現
金
払
い
で
は
、
２
、
８
９
０

円
の
割
引
、
日
座
振
替
で
は
、
３
、
４
２
０

円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４
月
に
郵
送

さ
れ
て
く
る
納
付
書
で
４
月
３０
日

（今
年

は
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５
月
２
日
）

ま
で
に
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
可
能
で
す
。

日
座
振
替
で
の
前
納
は
、
平
成
１７
年
３

月
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
処

理
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
月
々
の
回
座
振
替
に
早
割
（当
月
保
険
料

の
当
月
末
引
落
し
）
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

通
常
の
回
座
振
替

（当
月
保
険
料
の
翌
月

末
引
落
し
）
は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
日
座

振
替
を
早
割
に
す
る
と
４０
円
が
割
引
と
な
り

ま
す
。
早
割
制
度
を
申
し
込
み
す
る
と
翌
月

末
の
初
回
の
日
座
振
替
に
て
２
ヶ
月
分
の
保

険
料

（従
前
の
保
険
料
と
４０
円
割
引
さ
れ
た

保
険
料
）
が
引
落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎

月
の
保
険
料
が
４０
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

（国
民
年
金
）

２０
歳
代
の
方
は
、
本
人

（配
偶
者
を
含
む
）

の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
月
々
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
（こ
れ
ま
で
は
、
所
得
が

一
定
額
以
上

の
世
帯
主

（親
な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
場

合
に
は
、
保
険
料
免
除
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
）

○
保
険
料
免
除
の
所
得
基
準
が

一
部
緩
和
さ

れ
ま
す
。
（国
民
年
金
）

扶
養
者
控
除
が
な
い
た
め
に
若
者
に
多
い

単
身
世
帯
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
保

険
料
免
除
の
所
得
基
準
が
、
単
身
世
帯
を
中

心
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

第
３
号
被
保
険
者

（厚
生
年
金
保
険
等
に

加
入
す
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
）
の
届
出
の

特
例
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

○
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過

程
に
お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
か
ん
が

み
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い

障
害
者
に
対
し
て
福
祉
的
措
置
を
講
じ
る
観

点
か
ら
給
付
金
の
支
給
を
行
う
制
度
で
す
。

対
象
者
は
、
①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
、
②

昭
和
６１
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

対
象
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
し

て
い
た
方
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
現
在
障
害

基
礎
年
金
の
１
、
２
級
相
当
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
方
で
す
。

な
お
、
収
入
や
年
金
受
給
の
状
況
に
よ
っ

て
支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
育
児
期
間
中
の
配
慮
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま

す
。
（厚
生
年
金
保
険
）

①
育
児
休
業
期
間
中
の
保
険
料
免
除
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
満
１
歳
に
達
す
る
ま
で
の
育
児

休
業
期
間
中
の
健
康
保
険

・
厚
生
年
金
保
険

の
保
険
料
免
除
制
度
が
、
子
ど
も
が
満
３

歳
に
達
す
る
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

②
育
児
し
な
が
ら
勤
務
す
る
方
へ
の
配
慮

措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
た

め
、
勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
標

準
報
酬
月
額

（給
与
等
、
会
社
か
ら
支
給

さ
れ
る
額
を
ｌ
ヶ
月
平
均
し
た
額
）
が
低

下
し
た
場
合
は
、
事
業
主
を
通
じ
て
社
会

保
険
事
務
所

へ
届
出
を
行
え
ば
、
子
が
生

ま
れ
る
前
の
標
準
報
酬
月
額
の
ま
ま
で

あ
っ
た
と
み
な
し
て
、
将
来
の
年
金
受
取

額
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
措
置

が
創
設
さ
れ
ま
す
。
（保
険
料
は
増
え
ま

せ
ん
）

０
６０
歳
代
前
半
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
の

見
直
し

老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
６０
歳

代
前
半
の
方
が
、
就
労
し
て
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
年
金

額
が

一
律
に
２
割
支
給
停
止
と
な
り
、
さ

ら
に
年
金
額
と
賃
金
の
額
に
応
じ
て
年
金

が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、　
一
律

２
割
の
支
給
停
止
が
廃
止
さ
れ
、
年
金
額

と
賃
金
の
額
に
応
じ
た
支
給
停
止
の
み
と

な
る
仕
組
み
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

７

‐

２

５

０

０

●

●

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国
際
感
覚
豊

か
な
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
に
実
施
す
る

「国
際
青
年

育
成
交
流
」
「日
中
、
日
韓
青
年
親
善
交
流
」

「世
界
青
年
の
船
」
「東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

に
参
加
す
る
青
年

（１８
～
３０
歳
）
を
募
集
し

ま
す
。

○
募
集
期
間

３
月
７
日

（月
）
～
４
月
１
日

（金
）

○
中
間
選
考
日
　
４
月
１５
日

（金
）

な
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
交
通
安
全

・
青
少
年
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

１

１

１

１

電‐‐‐計

急

卜
計

卜
験

利
用
権
の
公
売

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
で

は
、
次
の
と
お
り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

正
規
の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安
価

で
購
入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
電
話
加
入
権
等
の
取
得
を
お
考
え
の

方
や
、
公
売
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
公
売
日
　
３
月
‐４
日

（月
）

●

○
入
札
開
始
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
）

○
場
　
所

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
１
階
中
会
議

室
○
準
備
す
る
も
の

。
現
金

（３
万
円
以
内
）

。
印
か
ん
（個
人
の
場
合
、
認
印
で
可
）

・
筆
記
用
具

○
当
日
の
手
続
き

電
話
加
入
権
を
落
札
さ
れ
た
場
合
、
当

日
売
却
代
金
を
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
利
用
権
を
落
札
さ
れ
た

場
合
、
３
月
２２
日

（火
）
に
売
却
代
金
を

来
局
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
５
）

●

（平
成
１６
年
１２
月
・０
日
現
在
）

年
０
。
６
５
％
～

（組
合
員
の
方
）

年
１
・
５
５
％
～

（以
外
の
方
）

。
税
　
務

所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
、
及
び
帳

簿
記
入
の
仕
方
等

○
対
象
者

飲
食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売
業
、
理
容

業
、
美
容
業
、
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
公
衆
浴

場
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
興
行
場
の
営

業
者
及
び
開
業
予
定
者

○
指
導
者

税
理
士
、
指
導
セ
ン
タ
ー
経
営
指
導
員

○
日
　
時
　
３
月
‐４
日

（月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所
　
阿
蘇
保
健
所

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（秘
密

厳
守

。
相
談
料
無
料
）

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

６

２

‐

３

０

６

１

就
職
時
、
受
験

。
進
学
時
や
免
許
申
請

ま
た
は
更
新
時
に
必
要
な
健
康
診
断
、
事

業
所
等
の
従
業
員
の
方
々
の
定
期
健
康
診

断
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
１７
年
４
月
１

日
以
降
は
、
保
健
所
で
は
実
施
し
ま
せ
ん

の
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し

て
診
断
書
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
康

（生
活
習
慣
病
等
）
、
母

子
保
健
、
栄
養
、
精
神
保
健
、
難
病
、
結

核
、
感
染
症
、
エ
イ
ズ
相
談

（検
査
）
等

は
、
引
き
続
き
保
健
所
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
保
健
所

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

３

２

‐

０

５

３

５

○
内
　
容

経
　
営

売
上
の
伸
び
悩
み
、
事
業
の
見
直
し
、

資
金
繰
り
の
改
善
策
等
新
し
い
事
業

を
始
め
る
た
め
の
計
画

・
方
針
等

融
　
資

国
民
生
活
金
融
公
庫
生
衛
資
金
融
資

の
借
入
手
続
き
等

※
生
衛
融
資
利
率

保
健
所
で
の

健
康
診
断
業
務
の
廃
止

一
般

の
県
民

の
方

々
を
対
象
と
し
て

行

っ
て
き
ま
し
た
保
健
所
で
の

「
一
般
健

康
診
断
業
務
」

及
び

「事
業
所
健
康
診

断
業
務
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
１７
年
３
月

末
を
も

っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

平
成
１７
年
４
月
１
日
よ
り
結
核
予
防
法

が

一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
が
今
ま
で
の

生
後
３
ヶ
月
以
上
４
歳
未
満
か
ら
生
後

６
ヶ
月
未
満

へ
と
変
更
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
な
く
な

り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
み
と
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
な
お
対
象
と
な
る
家
庭
に
は
通
知
す
る

予
定
で
す
。

価
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

生
衛
業
経
営
相
談
室
開
設

結
核
予
防
法

一
部
改
正
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目
目
圏
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因
目
困
日
日
■
■
■

い
つ
の
時

‐代
も
「
人
々
を
魅
了
し
　
　
熊
本
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
達

て
や
ま
な
い
、
魔
都

・
上
海
。
摩
天
　

の
ス
テ
ー
ジ
を
、
上
海
に
創
り
た
い
。

楼
に
、
流
れ
る
か
の
マ
ス
ト
は
、
万
　
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
準
備
を
進
め

ト
ン
ク
ラ
ス
白
い
外
国
臓
路

，
客
船
一■
一て
き
ま
し
た
。
会
場
の
確
保
、
出
演

汽
笛
が
喧
喚
を
さ
え
ぎ
り
、
ホ‥‐‥
■
ル

．〓
．許
■
他‐
等
々
。
海
外
で
の
公
演
が
如

の
窓
ご
し
に
、
ゆ
っ
た
り
と
ゆ
っ
た
　
何
に
大
変
か
は
承
知
し
て
い
ま
し
た

り
と
そ
の
船
は
往
き
ま
す
。　
　
　
　
　
が
、

一
切
を
私
達
で
行
い
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
翻
弄
さ
れ
た
、
　

申
請
か
ら
許
認
可
に
い
た
る
事
務
手

上
海
の
歴
史
。
皮
肉
に
も
、
今
日
上
　
続
き
。
色
々
な
国
で
こ
の
様
な
経
験

海
繁
栄
の
礎
は
、
屈
辱
的
外
国
人
支
　
は
し
ま
し
た
、
し
か
し
社
会
主
義
国

配
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
あ
る
　
で
あ
る
と
す
る
あ
た
り
ま
え
の
認
識

面
で
の
歴
史
的
世
界
観
か
ら
か
も
し
　
を
、
こ
の
事
業
で
痛
感
し
ま
し
た
。

れ
な
い
と
、
そ
の
土
壌
に
触
れ
た
時
、
　
　
資
金
が
乏
し
く
、
熊
本
政
財
界
マ

思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ミ
と
走
り
回
り
ま
し
た
。
上
海

僅
か
、
福
岡
国
際
空
港
よ
り
１
時

　

へ
の
足
が
か
り
、
中
国
戦
略
と
し
て

間
半
の
飛
行
時
間
。
恐
ら
く
ラ
イ
ト
　
理
解
は
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
達

ア
ツ
プ
さ
れ
た
、
旧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
租
　
も
最
初
の
取
り
組
み
、
熊
本
経
済
界

界
の
ビ
ル
群
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
　

の
模
範
眺
め
の
観
強
く
、
大
変
苦
労

た
ら
、
き
っ
と
若
い
方
々
は
、
街
中
　
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
村
上
寅
美
熊

が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
だ
と
は
し
　
本
県
議
会
議
員
を
筆
頭
と
し
た
、
他

ゃ
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
重
厚
な
　

５
名
の
県
議
会
議
員
各
位
の
参
加
を

ビ
ル
群
。
百
余
年
も
前
に
、
上
下
水
　
頂
き
、
な
に
よ
り
、
私
達
が
何
を
や

道
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
港
を
望
む
マ
　

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
見
て
頂
い
た

ン
シ
ョ
ン
と
、
当
時
の
日
本
で
は
考
　
事
実
が
、
今
後
の
活
動
に
何
ら
か
の

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、
上
海
は
近
代
　
理
解
を
頂
け
る
も
の
と
確
信
し
ま
し

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
た
。

●

魚
Ｗ交
通
事
故の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

中心市街地一帯で高森町交通安

全宣言駅伝大会が行われました。

この駅伝は交通安全意識の高

揚、健康づくりと親睦で明るく活

気に満ちた町をつくろうと町体育

協会が毎年開催しているもので、

大会には町内の駐在区や職場、学

校などから52チームが参加。粉

雪が舞う寒い中、沿道の人からの

大きな声援を受けた選手の皆さん

は「交通安全」を訴えながら一生

懸命走っていました。

▼ 一般 の 部

閉ひゆがや、青山製作所 A・ B・ C、

役場、昭和 A・ B、 色見イーグルス、

高森中央熱血教員団、阿蘇ファイ

ヤーズ、高森寮、熊大「レイザン

で乾杯組」、草部バ ドミントンクラ

フヽ 上町向上会

▼小学校 男子の部

草南小 5年・ 6年、高森 ドンキ

ーズ A・ BoC・ D、 ソフ トボーイ

ズ、高森バドミントンズ !、 高森中

央 SC2004A・ B、 4年バスケ部フ

ァイターズ、高森中央バスケ ドラ

ゴンズ

▼小学校 女子の部

高森中央 ミニバスケット部 5年、

高森中央アスリー トクラブ最強、

ソフトガールズ、高森シャ トルズ、

高森中央ファイターズ 4年女子バ

スケット部、高森中央げんきっこ

,4年 女子バスケッ ト部、ハー

モニーズ、高森中央小 Aボンバー

Yeah、 高森中央小ボンバーB

▼ 中学校 ・高校男子の部

高森中野球部 A・ B、 高森中サ ッ

カー部 A・ B、 高森中男子陸上部、

高森中男子バスケ ッ ト部、高森

高校野球部、高森高校男子バス

ケ ッ ト部、高森高校陸上部、 W
Aチ ーム～草中 2年～、高森中

3年有志

▼ 中学校 。高校女子の部

高森中テニス部 A・ B、 高森中ソフ

トボール部、高森中女子陸上部、

高森中女子バスケ ッ ト部、高森

高校女子バスケット部

大会結果 (優勝のみ )

般の部        ○中学校・高校男子の部

昭和A          高森中サッカー部A

O小学校男子の部     ○中学校・高校女子の部

高森中央 SC2004A    高森中女子バスケット部

○小学校女子の部

高森中央アスリートクラブ最強

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４

♯次
ｈ純
の
に

戦
中
戦
後
間
も
な
く
に
生
ま
れ
た

も
の
達
に
と
っ
て
、
上
海
と
言
う
言

葉
の
響
き
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
越

え
た
、　
一
種
モ
ダ
ン
リ
ズ
ム
な
も
の
、

と
り
わ
け
音
楽
の
世
界
で
は
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
当
初
、
あ
る
テ
レ
ビ
局

か
ら
紹
介
さ
れ
た
バ
ン
ド
の
上
海
コ

ン
サ
ー
ト
を
準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
件
が
チ
ャ
ー
リ
ー
永
谷
氏
に
伝

わ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
氏
よ
リ
ノ
ー
ギ

ャ
ラ
で
も
や
り
た
い
と
、
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

６０
歳
を
越
え
た
チ
ャ

ー
リ
ー
氏
に
と
っ
て
、
氏
ば
か
り
か

そ
の
年
代
前
後
の
方
々
に
と
っ
て
、

上
海
は
、
音
楽
へ
の
原
点
で
あ
っ
た

そ
う
で
あ
り
ま
す
。

お
蔭
様
で
出
演
者
は
、
チ
ャ
ー
リ

ー
永
谷
＆
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
。
女
性

ア
・
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
、
シ
ュ
ガ
ー
ム

Ｉ
Ｌ

お
琴
に
よ
る
、
熊
本
邦
楽
団
。

そ
し
て
、
上
色
見
熊
野
座
神
社
神
楽

保
存
会
で
あ
り
ま
し
た
。
２
日
間
に

わ
た
っ
た
期
間
中
、
チ
ャ
ー
リ
ー
永

谷
＆
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
そ
し
て
、　
シ
ュ

ガ
ー
ム
ー
ン
の
各
位
は
、
昨
夏
ホ
イ

ツ
ト
ニ
ー
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
ラ
イ
ブ
で

世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
「ア
ー
ク
」
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

成
功
さ
せ
ま
し
た
。

国
交
回
復
後
、
最
も
ぎ
く
し
ゃ
く

し
て
い
る
近
年
の
日
中
関
係
。
今
回

の
事
業
で
、　
一
番
神
経
を
す
り
減
ら

し
た
の
は
、
む
し
ろ
神
楽
公
演
で
あ

り
ま
し
た
。
出
演
申
請
書
に
、
神
楽

で
被
る
面
を
、
広
汎
な
ア
ジ
ア
に
存

在
す
る
、
仮
面
舞
踏
の
中
で
紹
介
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
道
化
的
な
面
で

は
な
く
、
私
達
の
観
念
的

「鬼
」
と
、

中
国
人
が
日
本
人
を
指
し
て
、
か
な

り
政
治
的
に
歪
曲
さ
れ
指
導
さ
れ

た

「鬼
」
観
は
違
う
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
目
的
は
、
相
互
訪
間
、
相
互

理
解
で
あ
り
ま
す
。
広
汎
な
ア
ジ
ア

に
於
け
る
仮
面
舞
踏
と
し
て
、
上
海

公
演
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

神
楽
面
に
喜
び
、
記
念
撮
影
を
求

め
る
上
海
市
民
を
み
た
時
、
そ
れ
は

杞
憂
で
も
あ
り
ま
し
た
。

●

●   ●

[,v4onthly FIash News

第
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森
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安
全
宣
言
駅
伝
大
会
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国家公務員採用試験

● I種試験

○受験資格
。昭和 47.4.2～ 昭和 59.4.1生 まれの者
。昭和59.4.2以降生まれで平成 18.3ま

でに大学卒業・卒業見込及び人事院

が同等と認める者

○申込期間 4月 1日 (金)～ 4月 8日 (金 )

01次試験 5月 1日 (日 )

● Ⅱ種試験

○受験資格

・昭和 51.4.2～昭和 59.4.1生 まれの者
。昭和 59.4.2以降生まれで平成 18.3ま

でに大学・短大 。高専を卒業・卒業

見込及び人事院が同等と認める者

○申込期間 4月 13日 (水)～ 4月 22日 (金 )

01次 試験 6月 19日 (日 )

●国税専門官採用試験

○受験資格
。昭和 53.4.2～昭和 59.4.1生 まれの者
。昭和 59.4.2以降生まれで平成 18.3ま

でに大学卒業・卒業見込及び人事院

が同等と認める者

○申込期間 4月 1日 (金)～ 4月 15日 (金 )

01次試験 6月 12日 (日 )

●労働基準監督官採用試験

○受験資格
。昭和 51.4.2～昭和 59.4.1生 まれの者
・昭和 59.4.2以降生まれで平成 18.3ま

でに大学卒業・卒業見込及び人事院

が同等と認める者

○申込期間 4月 1日 (金)～ 4月 15日 (金 )

01次試験 6月 12日 (日 )

●法務教官採用試験

○受験資格

・昭和 51.4.2～昭和 59.4.1生 まれの者
。昭和 59.4.2以降生まれで平成 18.3ま

でに大学・短大・高専を卒業・卒業

見込及び人事院が同等と認める者

○申込期間 4月 1日 (金)～ 4月 15日 (金 )

01次試験 6月 12日 (日 )

■お問い合わせ先

人事院九州事務局第二課試験係

TEL 092-431-7733

平成 17年度

肥

後

狂

句

弥
　
生
　

八
阿
蘇
御
神
火
会
）

史碁
POETRY PAGE

上
が
り
　
威
張

っ
て
み
て
も
知
れ
た
も
ん

人
　
傍
聴
席
で
う
す
笑
い

一
番
鶏
　
道
に
寝
て
ど
ま
お
ら
ん
ど
か

た
く
リ
　
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
出
初
式

う
っ
た
っ
て
　
お
寺
参
り
じ
ゃ
無
ァ
ご
た
る

さ
す
が
名
山
　
幾
つ
も
名
前
持

っ
と
ら
す

げ
き
り
ん

舞
い
上
が
り
　
家
元
の
逆
鱗
に
触
れ

一
番
鶏
　
や
っ
と
御
節
の
出
来
上
が
り

張
本
人
　
ま
さ
か
飼
い
犬
だ

っ
た
と
は

お
だ

舞
い
上
が
り
　
煽
て
に
乗
っ
た
青
二
才

逆
た
く
り
　
負
け
て
人
気
の
ハ
ル
ウ
ラ
ラ

舞
い
上
が
り
　
成
人
式
の
恥
さ
ら
し

一
番
鶏
　
あ
と
は
自
前
で
酔
う
て
く
れ

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
始
ま
る佐

藤
　
重
信

馬
原
　
馬
笑

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

岡
本
　
琴
司

上
井
加
根
女

松
山
キ
ヨ
子

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

●   ●

●   ●

高森に春を呼ぶ第 17回新酒とふるさと

の味まつ りがスター トしました。

オープニングセレモニーには約 50人 が

参加。南阿蘇鉄道立野駅を出発した 「イベ

ント列車」は約 1時間かけて高森駅到着。

車内では、参加者が新酒と郷土料理のオー

ドブルを堪能しました。その後、バスで町

内を散策 し、高森田楽村での鏡開きでオー

プニングを祝いました。

田楽や鍋料理、振舞い酒を楽しんだ参加

者たちは大満足の様子でした。

老
進
み
纏
ま
ら
ぬ
ま
ゝ
初
の
句
座

リ
ズ
ム
良
く
出
窓
に
落
ち
る
氷
雨
か
な

久
方
に
雪
真
白
に
ぞ
去
年
今
年

迷
い
犬
雪
に
足
跡
残
し
去
り

ド
ン
ド
ヤ
の
顔
熱
く
し
て
カ
ッ
ポ
酒

冬
日
洩
れ
い
の
ち
は
ぐ
く
む
森
の
意
気

姫
の
宮
婚
約
祝
う
酉
の
年

お
さ
め

金
婚
の
実
年
迎
え
松
納

鶴 本 瀬 森 岩 後 本 森
林 田 田  下 藤 田

初  政 京 法 訓 正
巧 男 博 隆 子 龍 子 六

今年 3月 に閉校する草部南部小学校では、毎年

恒例の木版画カレンダーづくりが行われました。

昭和 59年か ら 22年続いたカ レンダーづくり

も今年が最後。今年のテーマを「私の好きな草部」

とし、12月 か ら約 3ヶ 月間かけてタヌキや吉見

神社、同校校舎などを描きました。

この日は、保護者や先生、児童が協力しながら

1枚 1枚をていねいに印刷。完成 した 130部のカ

レンダーは、草部の一人暮らしのお年寄りや諸施

設に配られました。
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お
詫
び

と
訂
正

広
報
た
か
も
り
２
月
号

『肥
後
狂
句
』
の
後
藤
信
子
さ
ん
の
句
で

「記
者
会
見
　
慶
事
間

違
な
紀
官
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
「記
者
会
見
　
慶
事
間
近
な
紀
宮
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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所
得
税
の
確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
う
っ
か
り
し
て
所
得
の

一
部

が
申
告
漏
れ
と
な
っ
て
い
た
り
、
扶
養
控
除
額
の
計
算
を

誤

っ
た
た
め
に
還
付
金
が
多
過
ぎ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
か
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

「修
正
申
告
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。

自
発
的
に

「修
正
申
告
」
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
過
少

申
告
加
算
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
逆
に
、
申
告
し
た
税
額
が
多
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付

を
受
け
た
金
額
が
少
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
「更
正
の
請
求
」

に
よ
っ
て
、
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の

「更
正
の
請
求
」
が
で
き
る
期
間
は
、
原

則
と
し
て
申
告
期
限

（平
成
１６
年
分
は
、
平
成
１７
年
３
月

１５
日
）
か
ら
１
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

修
正
申
告
や
更
正
の
請
求
の
手
続
な
ど
で
お
分
か
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
０

５

５

１

税
務
相
談
室

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
０

５

５

９

　

“

草
村
征
憲
さ
ん

（野
尻
・倉
地
）

熊
本
県
花
き
園
芸
功
労
者
表
彰

安
全

・
安

心
な

　

　

　

　

　

　

¨

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
ま
せ
ん
か

¨

私
た
ち
が
住
む
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
朝

・
夕
の
散
歩
を
利
用
し

た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
い
方
ま
た
グ
ル
ー
プ
は
、
高
森
警
察
署
生
活

安
全
係
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
何
？

み
な
さ
ん
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
器
械
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
こ
と
で
、
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ツ
ク
を
与
え
て
治
療
す
る
器
械
で
す
。
条

件
が
そ
ろ
え
ば
、
再
び
心
臓
が
動
き
始
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
（必
ず
動
き
出
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
今
ま

で
は
、
医
師
、
看
護
師
、
救
急
救
命
士
等
し
か
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の
７
月
に
法
律
が

改
正
さ
れ
て
、　
一
般
の
方
々
や
救
急
救
命
士
以
外
の
消
防

職
員
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
本
体
も
高
規
格
救
急
車
や
各
医
療
機
関
に
配
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
医
療
行
為
に
当
た

り
ま
す
が
、　
一
般
の
方
々
は

「緊
急
避
難
」
（や
む
を
得

な
い
）
と
い
う
こ
と
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消

防
職
員
の
場
合
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
が
義
務
付
け
さ
れ
て
お

り
、
実
技
試
験
と
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
場
合
に
使
用

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
消
防
職
員
向
け
の
講
習
は
す
で
に
終

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
阿
蘇
消
防
署
の
ほ
と
ん
ど
の
職
員

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
救
急
救
命
士
以
外
の
消
防
職
員
も
、
救
急

の
現
場
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
警
察
署
生
活
安
全
係

ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
１
０

（内
線
２
６
１
・２
６
２
）

●●

熊本県花き振興研修会の席上において、草村征憲さ

んが熊本県花き園芸功労者表彰を受賞しました。

草村さんは、昭和 36年に野尻農協 (現 JA阿蘇)

営農指導員として入組し、営農指導一筋に貢献されま

した。特に、花きの振興については、夏季冷涼な気象

条件を活かし、初めてデルフィニウム等花きの栽培を

推進するとともに農協の指導体制や生産部会の設立等

共販体制の整備を行い、「阿蘇」を九州有数の夏秋期

出荷産地に育成しました。

また、退職後も自ら先駆的にリンドウ栽培に取り組

みながら、JA阿蘇の理事として JAの運営にあたると

ともにJA阿蘇南部花き部会長として生産組織を牽引

する等積極的に花きの振興に寄与していることが認め

られ今回の受賞となりました。

高森町バドミントン大会

高森中学校体育館で第 1回高森町バ ドミントン大

会が開催されました。

大会には約 90人が参加。小学校の部には、高森

中央小学校や高森東小学校に加えて、山都町の大野

小学校からも参加があり、お互いの親睦を深めなが

ら、技術向上を図っていました。また、一般の部では、

高森・色見 。野尻地区から多くの参加があり、熱の

こもった試合を展開していました。

各クラスの優勝者は次のとおりです。

一 般 A部  長尾和博 。津留栄樹

一 般 B部  岩下元子・岩下雄祐

小 6女子の部 堀田沙智 。平田恵美 (高森中央小)

小 5男子の部 藤原泰志 。境祐希 (大野小)

小 5女子の部 住吉祐美・堀田美沙貴 (高森中央小)

小 4男子の部 本田真樹 。矢津田勇也 (高森東小)

小 4女子の部 岩下真与・古口結香 (高森中央小)

小 3男子の部 森本元太郎 。本田将史 (高森東小)

小 3女子の部 山元マヤ・園田安也花 (大野小)

元気な野菜を阿蘇から
阿蘇地方野菜振興大会

「元気な阿蘇の野菜づくり」をテーマにした阿蘇地方

野菜振興大会が林業総合センターで行われました。

これは、熊本県野菜振興協会阿蘇支部が 3年 に 1

度開催しているもので、大会には生産者ら約250人

が出席。野菜園芸功労者 9人 が表彰された後、阿

蘇農業改良普及センターの官川清喜所長をコーディ

ネーターに、生産者 4人がパネルディスカッション。

「元気な阿蘇の農業づくり」について話し合いました。

最後に「新鮮 。安心 。安全な阿蘇野菜のブラン

ドづくり」「観光、地産地消に対応した流通販売の

多様化」などのスローガンが採択されました。

なお、本町では勝木忠男さん (色見・小倉原)が功

労者表彰を受賞され、森田勝さん (高森 。冬野)がパ

ネルディスカッションに参加しました。

0

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４
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《第 7回人権啓発 フェステ ィバル 町内中学校人権作文紹介》

「いじめや差別を考えて」

高森東中学校 3年 本田 実希

葛警、「いじめや髪罰はしてはいけない」などの:言葉を  入院して象にi交がいなくなり、五奏のいない家がど
よく聞きます。でも、その結集いじめや差別は減つて  んなにさみしいかがわかりました。そして経Iま祖父の死

三

`い

るの

`身

ょ,か。     .`          に立ちあいました。=憲れま、i交の売を'経験して、1天の
私ルま、ある本を読みましたヽそ2かには七ふんな:と  実窃さがわかりました。そして私れま名交のことが実寿

ぜ書いてありましを。羹る家模ぅ力1里含ュ
ヽ
著η莞含へと引つ  きだったこともわかりました。響褒=繕に在んでいた

越し
ま
した。引っ

色
し先の学校で妹は同級

装ゃ
ら

0ル
じヽ  i交 ヵゞ竃hこ言ってぃたことは蔽

し
にとってとてもために

めを受けました。「逆上がりができない」や「言葉が変だ」  ,、 フ_,_,,ュ .^_,¨

仁魅:鮮機[鯰 羮!:準裁鱚鱚 [,3
じめた享たちは嵩議笙になりました。その手たちは  大変で疲像手した。メiぅ

のことを母は鷹金F毎日してい

美どで聾議しています。
.｀

孫
と
もそうしたかったでしょ  るのです

=私

は母が一人でして

=て

も
,電
題をしていたり、

う。
1孫

iま首夕の蔀豊からlてこなくなりご段も査べな  テレビを見ていた
?ャ

ていま11,苺も自分わ| .ヽ|,、

こ
.1鮮

くなりました。・媒iまやせ揃ってとぎには「このままで  たく|んある
."も簡わらず「

私たち,ため
!菫
首夕

|つ時簡

靡 [:専
ヽ
為 善設 豊説 し》 |,‡認 :象 ::薫篇 ‡』編 %。:1.1鑢茫

取りとめました。ある日、妹は折り紙で鶴を折り始め  時間を作りたいと思います。

ました。辮 葉も聴かず、家族とも話さず、ずっと    2つ の経験を通して、親れま「人の大切さ」がわかり

折り紙こ折つていまルた。景ゃ姉も泣iながら、隣の  ました。そして「天を思いやる気持ち」を持つことがで
蔀拿Fip重した。荷盲も符冒も屏り薦けましたoあ   きました。来年私は、

ち
串
う
寧奏

う
ど翠葉

う
して頓莞を離れま

る鳥話iま
鶴に菌まれてひPそりと■lξ底́ 魚。..  す。跡の鼈っている寧稜は番雇笙在の実数がとてもう

も昔、私はス宅―ルバスに乗亀ときに友達の
「隣の席が  ないです。しかし、嵩議は全倭生徒の1ス蒙がとても蓼

空いて0と

i?l:氣
づ竃、そ亀へ座ろう生鼻0、もし、 し  ぃです。萩

し
の始らないおどろくこと|」置

く
齢するかもしれ

瑠:_レ L友書
は私に気づ

竜多
いている席に荷物を

1胃
き、  ません。そして、そういうことは将来もあるかもしれま

: 駒』l事 I[
自のことを警れることができません。いじめたI秀は、員  ところ|:,1,'資らわれるのではないかと風1:ま

す。い
にもせずおもしろ半分な

'島

あ`ると慧います._それに等  k'や差別を理,,そぇとして01くて「
めに必

t琴
なことは

していじめられた男はるトレスとなり、藉神面にも造ぃ  三仝ひとりがJ人を思い
1、
る気持ち」

`rt,Pこ
ととゞ

込まれ未雲だoけだと慧い驀111             =にゆと
Pを

持Piと:ξ:ま
思います。「人を見[ヽ

やる気
そんな中、婁l誌 :?あ費葉顔をしました。  ぉ"|.   争」を持つξ自然に心でやさし争亀ると思います。
1つ目は、昨年祖父が病気でなくなりました。私は  心にゆとりを持つと、 この行動や言葉は相手にとってど

祖父が病院に入院する前までは、祖父は細かいことで  うなのかを考えられるようになると思います。私はそん
おこ           す                                  さ も    も  つづ           おヽ

すぐ怒っていたので好きではありませんでした。でも、  な気持ちを持ち続けていこうと思います。

「噛む」ことの重要性

●   ●

「食べる」ことはとても楽しいことです。
「噛む」ということは、単純に歯 。あご・筋肉の

働きだけで行われるものではありません。見た目や
日の中が脳を刺激して、その刺激を受け取った脳が

噛む運動を命令してるのです。

「噛む」ことで。・・

①老化 。ボケを防止します。

②唾液の成分はガンを予防します。

③頭部の血行がよくなるので頭がさえます。

④歯を丈夫にします。

高
森
町
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
、
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
実
施
し
て
い
る

保
健
事
業
に
つ
い
て
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
中
、
認
知
症

（痴
呆
）

に
は
な
り
た
く
な
い
、
寝
た
き
り
に
は
な
り
た
く
な
い
、

元
気
で
長
生
き
し
た
い
と
願
う
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

認
知
症
は
高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
森
町
で
は
、
現
在
介
護
保
険
認

定
者
の
６５
～
７７
％
に
何
ら
か
の
認
知
症
の
状
態
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
防
事
業
等
に
よ
り
重
度

の
人
の
割
合
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症

（痴
果
）
は
ど
う
し
て
起
き
る
？

食
事
を
し
た
こ
と
を
忘
れ
る
、
家
族

の
名
前
や
関
係

が
わ
か
ら
な
い
、
服
を

一
人
で
着
ら
れ
な
い
、
家
を
出

た
ら
帰
れ
な
く
な
る
等

の
重
い
状
態
に
な
る
と
、
回
復

は
難
し
く
治
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
日
ま
で
ご
く
普
通
に
生
活
し
て
い
た
人

が
、
突
然
身

の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な
い
、
家
族
の
名

前
が
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
度
に

な
る
７
～
８
年
前
か
ら
徐

々
に
進
行
し
て
き
て
い
る
の

で
す
。

●●

保

健

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

＝怖
保
健
事
業
紹
介
！

◆
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
カ
ギ

起
こ
り
始
め
の
き

っ
か
け
は
、
配
偶
者
を
亡
く
す
、

頼
り
に
し
て
い
た
友
人
を
亡
く
す
、
仕
事

一
筋
だ

っ
た

人
が
退
職
す
る
、
病
気
を
し
て
自
分
に
自
信
が
も
て
な

い
な
ど
喪
失
体
験
か
ら
く
る
寂
し
さ
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
何
も
し
た
く
な
い
生
活
を
続
け
て
い
く

と
、
年
と
と
も
に
脳
が
元
気
を
な
く
し
萎
縮
が
始
ま
っ

て
き
ま
す
。

初
期
の
脳
機
能
低
下
を

「年
だ
か
ら
」
「度
忘
れ
」
「勘

違
い
」
な
ど
と
見
逃
す
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
実
は

こ
の
時
期
に
発
見
し
、
意
識
的
に
脳
機
能
を
活
性
化
さ

せ
る
手
立
て
を
取
る
こ
と
で
、
回
復
も
す
る
し
、
進
行

を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
友
遊
ク
ラ
ブ

脳
全
体
を
楽
し
く
刺
激
し
、
脳
機
能
を
活
性
化
す
る

た
め
の
教
室
で
す
。
き
っ
と
来
て
よ
か
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
場
　
所
　
朋
遊
館

（芙
蓉
館
と
１
年
ご
と
に
開
催
）

○
期
　
間
　
２
月
～
６
月
　
毎
週
１
回

○
時
　
間
　
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

興
味
が
あ
る
方
、
心
配
な
方
は
保
健
師
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

襲,Fl
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しヽり豆どはん
□材料 (4人分 )

米 2カ ップ、水 2.4

カップ、酒大さじ2、

塩小さじ1/3、 濃口

しょうゆ大さじ1、

い り大 豆1/3カ ッ

プ、しらす千し20g

□作 り方
①米は洗って水気を切り、分量の水にひたす。

②炊く直前に材料と調味料を入れて炊く。

※調味料を入れたら、一度よく混ぜる。

Cフ

栄養士の
|いただきま～す


